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5 月 

宇部市まちなか環境学習館

「銀天エコプラザ」には、

環境関連図書もある学習室

（無料）、大小のミーティン

グルーム（有料）がござい

ます。 

まちなか環境学習館や環境に関することについて、ご意見・ご質問等、

お気軽にお寄せください。 

 

遊びに、学びに、出かけましょう ！ 
 

環境イベントカレンダー 
 

検 索 

 
http://www.ubekuru.com 

うべっくる 

 

宇部市のいろいろな環境学習拠点の紹介、環境関連の

イベントのお知らせなど、随時更新しています。 

「銀天エコプラザ」の詳しい紹介もあります。 

「まちなか銀天おそうじ隊」は、月に一度、まちなか環境学習館

周辺や銀天街アーケードなどを掃除しています。 

メンバーはその日集まってくださった方。 

楽しくおしゃべりしながら、 

「まち」をちょっときれいにしませんか？ 

次回は ５月２５日(日) 15：00から。 

まちなか環境学習館前に集合です。 

ミーティングルームのご案内 

宇部市の環境学習３拠点の
楽しいブログ 

 

おそうじ隊参加者には、 
環境地域通貨「エコハ券」２枚進呈！ 

新年度の「環境サロン」を企画中です。 
 

これまでの環境サロンはアーカイブでご覧いただけます。 

「環境サロン」でご検索いただくか環境サロンのＨＰより

ご覧ください。  http://kankyo-salon.jpn.org/ 



 

 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21号 

交通手段  ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX  0836-39-8110    E‐mail  info@ubekuru.com 

開館時間   9 時～21 時 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29日～１月３日） 

宇部新川駅 

銀天エコプラザ 
宇部市役所 

すき家 

ジョイフル 

東京三菱 
ＵＦＪ銀行 

岡本医院 

CoCo壱番屋 

ANA クラウンプラザ 

ホテル宇部 

マンガ倉庫 ローソン 

ローソン 

スーパーホテル 
Ｃｉｔｙ宇部 

国道 190 号 

真  

締  

川 

「宇部中央」バス停 

ホテル河長 
西京銀行 

この協議会の歴史は古く、昭和 43年から毎年春（4月）、秋（10月）の年２回実施

しています。 

 参加団体は、宇部市役所の関係課の方々をはじめ、JR西日本の新川駅・琴芝駅のみ

なさんおよび真締川、塩田川沿線の各自治体（神原・琴芝・上宇部・小羽山・新川各

５校区の５０自治会）千名をこえる参加者で除草および清掃作業を実施しています。 

 市の中心を流れる真締川・塩田川沿線の公園は、春は桜が満開となり、秋には紅葉

が見ごろとなる、市民のみなさんの憩いの場となっています。この景観をきれいな環

境でみなさんに楽しんでいただけるよう、今後とも末永く活動を続けていきたいと考

えています。 

  

環境活動団体紹介コーナー 

真締川・塩田川をきれいにする協議会  

環境歳時記（５月５日） 
 

バーゼル条約発効(1992年) 

 昨年の７月の通信にセベソ事件について

記載したが、事件発生の工場からは最終的に

約 120 ㎏のダイオキシンが爆発で大気中に

放出され、事故による直接の死者はいなかっ

たものの、その後癌、慢性皮膚炎、神経障害、

奇形児発生等の被害者が 22万人以上と推定

され、家畜も被害が他地域に広がることを恐

れて８万頭以上が屠殺処分された。その汚染

された土壌はドラム缶詰めにされて工場内

に保管されていたが 1982年９月に行方不明

になり、翌年５月にフランスで発見された。

フランス政府はイタリア政府に引き取りを

要請したが、イタリア政府は拒否した。 

 事態は紛糾し、最終的には原因工場の親会

社であるラ・ロッシュ社があるスイスが道義

的な責任により引き取り処理を行った。 

 欧州では多くの国が接しており、有害廃棄

物が国境を越えて取引されることは従来か

ら頻繁に行われていたが、中には環境上問題

のある取引もあったようである。しかしこの

セベソ事件を契機に有害廃棄物の国境を越

えての移動に伴う環境汚染がクローズアッ

プされてきた。 

 

プされてきた。 

 1980 年代後半となると先進工業国での環境

規制が激しくなり、有害廃棄物の処理コストが

高騰し、廃棄物を安く処理するために発展途上

国や東欧に国境を越えて積み出されるように

なってきた。 

 そして、1986 年アメリカ船籍のキアン・シ

ー号がダイオキシン、重金属等を含む焼却灰を

化学肥料と偽りハイチに持ち込み散布した事

件、1988 年にはイタリア、ノルウェーなどか

らのＰＣＢを含む廃トランスなどがナイジェ

リアに持ち込まれて投棄されるというココ事

件などが発生した。これらの事件から有害廃棄

物の越境移動は南北問題としても意味合いを

持ってきた。 

 これらの事件は環境を汚染する有害物質が

国境を越えて自由に行き来し、移動先の環境を

汚染することへの責任もないという実態を示

しており、この状況を受けてまず先進国をメン

バーとする経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）で検

討が開始され、1984 年に「有害廃棄物の越境

移動に関する原則」がまとめられた。 

また国連環境計画（ＵＮＥＰ）でも地球規模で

取り組みが必要であるとの判断から、作業部会

を設置して検討を進めて、1987 年、国連環境

計画は経済協力開発機構が先に決めた「原則」

を含む「ガイドライン」を採択した。 

そして1989年３月にスイスのバーゼル

で開催された会議において参加 116 国に

全会一致で「有害廃棄物の越境移動及び

その処分の規制に関する「バーゼル条約」

を採択した。そして 1992年５月５日発効

している。 

これに伴って、日本国内では環境庁

(現・環境省)と通産(現・経済産業)省が

バーゼル国内法である「特定有害廃棄物

等の輸出入等の規制に関する法律（通称

バーゼル法）」を制定し、バーゼル法の規

制の対象となっている有害廃棄物を輸出

入する際、事業者が申請書類を経済産業

省に提出すると、環境省が相手国に同意

の確認を求めるなどチェックするように

している。 

条約には 2012 年 12 月現在締約国数は

178か国１機関が参加しており、事務局は

スイスのジュネーブに置かれ、各国の法

体系の整備、有害廃棄物の在庫管理及び

その管理状況の評価、研究機関の強化に

協力し、さらに有害廃棄物管理に関連す

る問題の解決に法律的、技術的なアドバ

イスを行っている。またその実現のため

に世界に十数か所に研修と技術移転の地

域センターを設け管理している。 

（館長 西村誠） 

真締川・塩田川をきれいにする会  

会   長：大西 清  

事 務 局：新川ふれあいセンター

 電話・FAX ：２１－２２５８  


